










の四名が「王族」 、皇帝の弟にあたる義親王（李堈。一八七七～一九五五）とその后（金氏） 、太皇帝の兄にあたる完興君（李載冕（熹） 。一八四五～一九一二）とその后の四名が「公族」とされた
（１）
。本稿の目的は、その王公族のうち、


























































年十一月十日ニ至リ李熹、李埈二公及ヒ李熈太王ノ三殿下実録ハ逐次ニ其ノ稿ヲ脱シ資料謄写ハ略其ノ功ヲ竣リタルモ、李太王ハ一且君主ノ地位ニ在リ。其ノ在位ハ四十五年ニ亘リ、其ノ事蹟ハ浩瀚ニシテ涯リナシ。其ノ事蹟ノ細大軽重ヲ判別シテ之レカ資料ヲ抄撮節略スルコト容易ニアラス。十一年ニ至リ既完ノ稿本ニ就テ実録ノ章節ヲ整頓シ、又其ノ資料ヲ増損シタリ。各引用書目ハ之ヲ実録ノ首ニ明示ス。李熹公ニ付テハ其ノ数三十二部、李埈公ニ付テハ其ノ数二 四部、李太王ニ付テハ其ノ数一百六十六部無慮二千有余冊ナリ。資料ハ其ノ種類ヲ分チ一々番号ヲ シ、 箇数ヲ明白ニシタルモ、之ヲ実録ニ注記スルニ当リテハ各章節ノ首 其ノ種類番号ヲ引照スルニ止メタリ。番号ノ注記ヲ省略シタリ前後稿本 変改アルヲ以テ資料目次ノ首
次
ニ対照目次ヲ附シ以テ其ノ



























































録」とした。 「凡例」は、各実録の首章に編入した。実録の様式は、 「紀事本末」に「編年ノ体」を合わせ持つものであるが、この体例は一人の伝記では古来からないものであるが、王公族に実録があるのはすでに「前朝ノ創制」に係わり、その編修に この様式を用いた。
⑤大正一〇年一一月一〇日に至り李熹、李埈二公及び李熈太王 三殿下の実録は、逐次脱稿し、資料謄写はほぼ竣
功したが、李太王は一且君主の地位にあり、その在位は四十五年に亘り、その事蹟は浩瀚で限りがない。その事蹟の細大軽重を判別して資料を抄撮節略する は容易でなかった。







⑦竣功した実録は、 「李熹公実録」三冊（百六十八枚半） ・資料六冊（八百六十二号） ・計
　
九冊、 「李埈公実録」二








































































































































































































而シテ将来王公家実録 体例ハ実紀ノ体例ヲ遵守スルヲ以テ妥当ナリト信 、今ノ簿冊ノ題号ニ修正 加ヘタリ。
一李太王ノ名号ノ件
















































































































































































































































































































































































































それらは朝鮮総督府などの記録であった。第二は、実録の性質は「典章故実」なので、他の参考記録と共に記録保存上の良法として図書寮での展覧会を準備したが諸事情から停止の止むなきに至った。また、実録編修上、借入した記録中図書寮に保存して参考資料とすべきものについては図書寮の事務官と協議して継続鈔写した。第三は 図書寮の事務官と各箇実録の題号を一様に実録と修正する件、李太王実録 章節を変更し外編各章節を本編に編入する件などについて協議し 各実録を通して実 の題号の件、李太王・閔妃・厳妃の名号の件について修正した。
⑩李太王実録の章節を変更し外編五章を削り本編中に編列し、本 中紀年の附載は新たに第一七章雑載を設けて編
入した。李太王については、当初立案 た王族実録 凡例・目次中に適当の記載欄がない で、政事上重要な事変は総説中に款項を設けて編入し、紀年に係るも は雑載の章に編入した。
⑪前記五〇余号にわたる資料を増減変更して実録記事の各項に配し、且つその目録を調成する件は資料の保存と索




























朝鮮ハ古ノ三韓勾驪ノ地方ニシテ政教風俗久シク内地ト化ヲ同スウセス。明治四十三年八月二十九日併合条約ヲ以テ之ヲ帝国ノ領土ト為スニ及ヒ、其ノ皇帝及ヒ李氏門族ニシテ王ニ冊シ、又ハ公ニ列スルモノハ之ヲ待ツニ皇族ノ礼ヲ以テセリ。 太王ハ皇帝 父ニシテ当時ノ条約ニ韓国太皇帝ト云フモノ是ナリ。洵ニ国家非常ノ礼数ヲ備ヘタルモノニシテ実録ノ事ハ創制 係ルモノアリ。新タニ義例ヲ起シ務メテ記述ノ正確簡明ナル 期ス
第一則
　





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法ニ異同アルハ勿論彼ノ行用シタル太陰暦 法モ亦タ我ト其 暦日ヲ同シウセサルモノアリ。今千歳暦ニ依リ最近李熹公 生弘化二年乙巳以後ニ於ケル彼我 異同ヲ対照スルニ、弘化三 丙午七月大八月小ハ彼ニ在テハ七月小八月大ナリ。 （中略）而シテ明治二十九年
建陽元年
丙申一月一日以後ハ彼我ノ陽暦ニ異同アラサルヲ以テ陽暦

















































































































































































































































































































































なる資料として存在せることは人の知るところである。大正八年李太王薨去の後、李王職にては李太王在世中事績に関し、実録編纂に必要なる資料 蒐集に従事したが 体 於て資料も整ひたるを以て、本年度より実録の編纂に著手することとなつた。
実録の編纂は、支那朝鮮等にあつて甚だ重んぜられたる所にして、古来その編纂に方りては特に官制を設け、







































































































































記載するも、宝鑑は其訓謨功烈の著大なるものを特書昭掲し、後王の監法と為す所のものである。故に実録は秘して之を示さず 深く名山に蔵して天下万世を俟つて之を永遠に期し、宝鑑は之を彰して今時に切ならしむるものであるとされてある。然るに今や時世一変し、前王嗣王の関係は全く必要なくなりしも、宝鑑を編纂して之を宗廟に奉安することは古来李王家の儀例として最も重きをなす所のものである。之が即ち従来既刊 二十四朝宝鑑に続いて高宗・純宗両朝宝鑑の纂輯 企画せられた主なる理由である。
今回纂輯の宝鑑は言ふまでもなく、両朝に於ける重要なる出来事並に嘉言善行を網羅するのであつて、之が編






①李王職は、大正八年の李太王薨去後、 「李太王実録」 （ 「高宗実録」 ）編纂のための資料蒐集に従事した。②実録編纂に必要な資料が大体整ったので 昭和五年度から編纂に著手した。③実録編纂のために実録 委員長（李王職次官）以下を任命した。委員は、監修・編輯・史料蒐集・庶務・会計
の五委員に分け、さらに編輯委員は三斑に分け、各委員には別に補助委員及び書記数名づつを配属して事業を分担させた。なお、昭和八年段階では委員長は李王職長官、副委員長は李王職次官が務め、委員一三名と補助員・書記が実務に従事した。
④委員達は「李太王実録」 の外に「李王実録」 「純宗実録」 ）も編纂 、昭和五年四月から同一〇年三月まで
の五年間にすべてを完成させた。




つぎに「朝鮮王朝実録」研究の第一人者である末松保和 見解を確認してみる。一、末松保和「李朝実録考略」 （ 『学習院大学文学部研究年報』第五輯〈一九五九年〉所収）

















〈学習院大学東洋文化研究所、一九六七年〉所収）昭和五年四月から李王職において編纂が開始され、 同一〇年三月に終了。 「高宗実録」 は目録四巻・本文四八巻、 「純
宗実録」は目録一巻・本文四巻・附録一七巻。編修組織は、委員長に李王職長官、副委員長に同次官、委員一九名補助委員十二名で構成されたとしている。この情報の内、 編纂委員が二一名 （委員長・副委員長を含む） 補助委員が一二名であったとしている点は注目される。
因みに、編纂委員の数であるが、さきに触れた篠田治策の「李太王実録の編纂」では編纂委員（同）を一八名としているので若干異なっている。編纂開始後、増員があったのであろうか。







完了。昭和一七年九月付「本書刊行趣旨概要」 、昭和一八年三月一五日付印刷・三月二〇日付発行で、それぞれ『徳寿宮李太王実記』 ・ 『昌徳宮李王実記』 ・ 『李熹公実記
　
李埈公実記』という書名で刊行された。それぞれの編纂のルー


















































































































































































































































































かもしれない。しかし、そ した諸々の限界を確認したとしても、そこには我々がいまだ知り得ていない情報も少なくない。厳格 史料批判を行 、他の史料との突き合わせ 行った上で利（活）用すれば、歴史理解の幅を広げ、且つそれをより深く掘り下げるこ が可能となるのではないかと期待する所以である。
近代における両国の歴史があまりにも激しく展開したこと、そのために関係者や関係機関で複雑な配慮が払われ、
関係史（資）料の公開を躊躇したり、消極的となった事情があ 。そ ため歴史の真実に迫ることができる （資）料情報の取得や整理、さらには公開が中々できなかったこ は否めない。しか 、最近 はその状況も変わりつつある。粘り強く調査を重ねてみると、未知の史（資）料が調査の手を待つが如く静 に眠っていることに出会うこともある。さらには宮内公文書館から今後整理が済み次第、順次公開されるであろう李王職関係 公文書類の中に貴重史料がある可能性 高い。いずれに ても今後も史料の発掘に努め い。註












常に幅広く関係史（資）料や研究書・論文を紹介している で研究上有益この上ないものとなっている。（2）日韓両国の歴史認識に関する共同 の成果として『日韓歴史共同 報告書（第一期） 』及び『日韓歴史共同研究報告書（第二期） 』があ 。これら 報告書は、両国の 認識に関する基本的な相違がどのような点にあるかを明らか している。（3）宮内公文書館所蔵・図書寮「重要雑録
　
自大正十年至昭和五年」 （識別番号／二四一八五） 。





























































































（9）なお、永島広紀氏は、左のようなメンバーが構成員であったとしている（同「日本における近現代日韓関係史研究」 〈 『日韓歴史共同研究報告書（第一期）第三分科報告書』 〉所収） 。委員長―篠田治策（李王職長官・法学博士）副委 李恒九（ 王職次官・男爵）監修委員―小田省吾（京城帝国大学教授） ・鄭万朝（経学院大提学） ・朴勝鳳（中枢院参議） ・成田碩内（李王職嘱託） ・
金明秀（元李王職事務官） ・徐晩淳（元宮内府秘書院丞）
編輯委員―徐相勛（中枢院参議） ・南奎煕（元中枢院参議） ・李明翔（元宮内府宗正院卿） ・趙経九（元宮内府奉
常司提調） ・洪鍾瀚（元朝鮮総督府郡守） ・権純九（元朝鮮総督府郡守）






会計委員―佐藤明道（李王職事務官）監修補―金碩彬（元朝鮮総督府郡守） ・江原善椎（元朝鮮総督府理事官） ・崔寧鎮（元宮内府助委員秘書院丞） ・
崔奎煥（元李王職属）
編纂補―浜野鐘太郎（元朝鮮総督府道警視正 李秉韶（元宮内府秘書院丞） ・李豊用（元李助委員王職属） ・
水橋復比古（元朝鮮総督府郡書記） ・李準聖（元農商工部主事） ・金炳明（元法部主事） ・洪明基（元宮内府水輪課主事）
史料蒐集―北島耕造（元京城高商嘱託）また、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所貴重資料室が所蔵する「李王職長官篠田治策旧蔵文書」中に編纂開始時のものと推定される「実録編纂委員会規定」 （全一五ヶ条）がある。内容は編纂業務を進めるための極々基本的なことを列記したものである。（10）この末松の一九一九年から史料蒐集が開始され、一九三〇年に編纂委員が任命されたとの記述は、篠田の「 太王実録 編纂」の記事と符合している。（11）同書、三六四頁～三六五頁、三六八頁。（12）なお、篠田治策の関係文書については、スタンフォード大学フーバー研究所所蔵の「篠田治策文書」 （九州大学韓国研究センター編集発行『韓国研究センター年報』
VoL.8〈二〇〇八年〉に同文書の概要が紹介されているので参








No. 識別番号 名称 作成年 冊数 作成部局
1 85317 李太王実録 1 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
2 85318 李太王実録 2 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
3 85319 李太王実録 3 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
4 85320 李太王実録 4 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
5 85321 李太王実録 5 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
6 85322 李太王実録 6 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
7 85323 李太王実録資料 1 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
8 85324 李太王実録資料 2 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
9 85325 李太王実録資料 3 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
10 85326 李太王実録資料 4 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
11 85327 李太王実録資料 5 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
12 85328 李太王実録資料 6 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
13 85329 李太王実録資料 7 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
14 85330 李太王実録資料 8 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
15 85331 李太王実録資料 9 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
16 85332 李太王実録資料 10 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
17 85333 李太王実録資料 11 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
18 85334 李太王実録資料 12 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
19 85335 李太王実録資料 13 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
20 85336 李太王実録資料 14 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
21 85337 李太王実録資料 15 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
22 85338 李太王実録資料 16 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
23 85339 李太王実録資料 17 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
24 85340 李太王実録資料 18 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
25 85341 李太王実録資料 19 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
26 85342 李太王実録資料 20 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
27 85343 李太王実録資料 21 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
28 85344 李太王実録資料 22 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
29 85345 李太王実録資料 23 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修





No. 識別番号 名称 作成年 冊数 作成部局（者）












4 85350 李熹公実録資料 1 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
5 85351 李熹公実録資料 2 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
6 85352 李熹公実録資料 3 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
7 85353 李熹公実録資料 4 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
8 85354 李熹公実録資料 5 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
9 85355 李熹公実録資料 6 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
「李埈公実録」一覧
No. 識別番号 名称 作成年 冊数 作成部局（者）








3 85358 李埈公実録資料 1 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
4 85359 李埈公実録資料 2 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
5 85360 李埈公実録資料 3 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
6 85361 李埈公実録資料 4 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
7 85362 李埈公実録資料 5 大正 8～ 12年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
